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清水映輔眼科専門医医学博士

2013年 慶應義塾大学医学部卒業
2013年 東京医療センター初期研修
2015年 慶應義塾大学医学部眼科学教室入局
2016年 東京歯科大学市川総合病院出向
2016年 慶應義塾大学医学部大学院博士課程入学
2016年 OUI Inc. 起業
2019年 医療法人慶眼会理事長
2020年 慶應義塾大学医学部大学院博士課程卒業
2020年~ 慶應義塾大学医学部眼科学教室特任講師

自己紹介



背景

- 秋田県は高齢化率が高い
- 高齢化率約38–40%1)

- 眼科医不足・通院困難2)3)

- 都市部集中
- 地方で医療アクセス低下

- 未診断の眼科疾患が多い4)

1) 総務省統計局 2) Toyabe S, et al. BMC Health Serv Res, 2009. 3) Matsumoto M et al. Health Policy, 2010. 4) Bourne RRA et al. Lancet Global Health, 2017



課題・ソリューション

- 課題
- 早期発見が困難
- 専門医に依存
- 医療アクセスの格差

- ソリューション
- 市民講座：啓発
- オンライン相談：診断
- 適切な紹介：治療



病院・眼科
〜治療〜

企業や役所など
〜啓発〜

オンライン診療
横浜けいあい眼科
〜診断〜

概念図



病院・眼科
〜治療〜

秋田市・大仙市
〜啓発〜

オンライン診療
横浜けいあい眼科
〜診断〜

実証
来年度へ



実証内容：目標症例数（50/50名)

- 秋田市：秋田おもと高齢者大学(7名)
- 講演会
- 問診票
- 医療機器体験

- 大仙市：健康サークル(43名)
- 問診票



問診票

基本情報
J-OSDI-6

ドライアイ問診票
J-CVS-Smart

VDT症候群問診票



結果

- 平均年齢82.6歳と極めて高齢であり、秋田県が直面する「超
高齢化」の現実に近いコホート

- 白内障（75%）
- 一般に白内障は加齢との関連が強く、軽症例を含めると80
歳代ではほぼ100%1)

- 緑内障（12.5%）
- 40歳以上における緑内障の有病率は5%で加齢とともに増
加2)

1) Miyata K, et al. Biores Open Access. 2017. 2) Iwase A, et al. Ophthalmology. 2004.



結果

・眼の自覚症状：
「ある」43名（86.0%）
「特にない」7名（14.0%）

・眼科定期通院：
「している」24名（48.0%）
「していない」26名（52.0%）



結果

今回、眼の健康や眼科疾患に
対する意識は高まりましたか？
・とても高まった：55.1%
・少し高まった：36.7%
・どちらでもない：8.2%

来年に眼科健診の開催があった
場合受診を希望されますか？
・是非受けたい：56.0%
・受けたい：26.0%
・日程が合えば受けたい：6.0%
・どちらでもない：10.0%
・全く受けたくない：2.0%



考察

- 今回の実証は秋田県が直面する課題に近いコホート
- 「自覚症状あり」86.0%

- 寒い季節なので、症状が多い
- 「眼科通院あり」48.0%

- 健康意識が高い
- 「健康意識向上」91.2%

- 啓発効果が非常に高いことを示唆
- 「来年度健診希望」88.0%

- 来年度以降、拡大する価値あり



会場のみなさまも是非やってみてください！
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